
令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 24

Plan

事業名 多文化共生事業 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 2 款 1 項 17 目 33 52

担当部署 部 市民安全部 課 市民課

総合計画体系 めざすまちの姿 １　ひとが育つまち 基本計画 １－⑤多文化共生を推進する

事業の目的 日本人と外国人が対等な湖西市民であると観点に立ち、誰もが安心して暮らすことができる多文化共生社会の実現

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

国際交流協会運営費補助金 5,040 0

ポルトガル語・スペイン語版窓口通訳設置 8,028 0

2,090 0

その他 332 0

合計 15,490 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

通訳窓口取り扱い件数（件） 8,582 9,400 8,533 8,600

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 A

有効性 A 外国人が必要とする市役所への届出等についての補助者としてなくてはならない者となっている。

効率性 B 外国人の言語に応じ通訳（人数）を配置。稼働率は高いが、対応できない言語がある。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 拡大

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

多文化共生・国際交流推進事業

ポルトガル語・スペイン語版窓口通訳設置

多文化共生推進プラン策定業務

３か年の合計事業費 49,349

実施
計画

事業1 事業2

湖西国際交流協会活動支援
ポルトガル語・スペイン語版窓口通訳設置
ポルトガル語・スペイン語版広報紙発行
日本語講座の開催、通訳派遣事業
多文化共生社会推進協議会開催

平成30
年度

外国人住民向け講座の開催（日本語講座、親子プレスクール）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

リーマンショック後、外国人の数は増加傾向にあり、対象者も増加している。また、閣議決定された「外国人材の受入れ
、共生のための総合的対応策」により今後一層多国籍化が進むとともに外国人人口は増加すると予想される。

今後の
方向性

誰もが安心して暮らすことができる多文化共生社会の実現に向け事業の実施が必要である。
令和2年度は次期推進プラン策定のため事業費は拡大する。

令和2年度 令和3年度

外国人住民向け講座の開催（日本語講座、親子プレスクール）
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